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第 1刀雪 広 報 し べ つ 昭示056年 0月 1日

「返
せ
〃
北
方
領
土
」の
決
と息
も
新
た
に

％

を

使
用
開

北
方
領
土
返
還
要
求
根
室
地
区
住
民
大
会

″
日

の
前

に
浮

か

ぶ
島

を
早
ぐ
返
し
　
　
方
領
土
元
年

と
も

い
え
る
今
年
を
契
機

て
″
と
叫

び

つ
づ
け

て
戦
後

３６
年
、
北
　
　
に
、
さ
ら

に
ね
ば
り
強

い
返
還
運
動
を

方
領

土
引

揚
者
な

ど

の
世
代
も

か
わ
り
　
　
展
開
し

て
行

こ
う
世

と
ぁ

い
≡

っ
。

っ

つ
つ
あ

る

い
ま
、
運
動

の
輪
を
さ
ら
に
　
　

づ
い
て
来

賓

の
方

々
そ

れ

ぞ

れ

か

ら

大
き
く
全
国

に
広

め
よ
う

と

「
北
方
領

　

　

「
北
方
領
土
遇
る
ま

で
、
と
も

に
ガ

ン

土
返
違
要
求
根
室

地
区
住
民
大
会
」
が
　
　

バ
リ
ま
し

ょ
う
世

と

の
激
励

の
こ
と
ば

人
月

二
十

一
日
午
後

一
時

か
ら
標
津
町
　
　

が
あ
り
、
後
、
標
津
町
青
年
協

　
国
中

中

央
公
民
館
を
会
場

に
、
根
室
管
内

一　

　

利
博
氏
他
、
管
内
四
市
町

の
代
表
者

に

市
四
町
か
ら
約
四
〇
〇
系

と
多
数

の
来
　
　
よ

っ
て
決
意
表
明
が
な
さ
れ
、
今
年

は

資
を
迎

へ
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　

　

と
く

に
、
現
職
総
理
大

臣
と
し

て
こ
の

こ
の
日
は
、
標
津

地
方

で
は
入
月
末
　
　
十

日
に
初

め
て
根
室
を
訪

れ
る
鈴
木
総

の
天
気

で
は
近
年

に
な

い
暑
さ
。
会
場
　
　
理

に
、
北
方
領
土
返
還
運
動

の
原
点

で

は
返
逮

に
寄

せ
る
参
加
者

の
熱
気
も
加
　
　
あ

る
根
室
地
区
住
民

の
チ

マ
の
声
を

ゼ

わ

っ
て
、
大
会
気
連

は
最
高
潮
。　
　
　
　
　
ひ
聞

い
て
欲
し

い
と
　
力
強
く
参
加
者

ま
す
、
志
半
ば

で
亡
く
な

っ
た
旧
島

　
　
に
訴

え
ま
し
た
。

こ
の
中

で
と
く

に
、

民

の
御
霊

（
み
た
ま

）
に
黙
と
う
を
し
　
　
北
方
領

上

の
軍
事
基
地
化
を
も
う

こ
れ

た
あ

と
、
大
会
実
行
委
員
長

（標
津
町
　
　
以
上
許
さ
な

い
で
、
そ
し

て
、
だ
補

の

長

）
が
あ

い
さ

つ
を
行

い
、
前
長
田
に
　
　
な

い
平
和

な
日
を

一
日
も
早

く
実

現
し

標
津

町
会
と
合
会
長

ｉ
ｎ
桁

明
氏

）

標
　
　
て
欲
し

い
。
そ

の
た
め
に
は
　
返
還
連

汁
町
婦
進
協
会
長

⌒大
角

ミ
ョ
氏

）、
標
　
　
動

に
お
け

る
回
論
を
統

一
し

て
　
強
力

汁
町
吉
午
協
会

ｋ

（沌
本
満
氏

）
の

一
氏
　
　
な
外
交
交
渉
を
進

め
て
、
な

ど
根
室
地

を
送
出
し
　
隷
■

に
入
り
ま
し
た
。
　

　

　

に

な
ら
で
は

の
切
実
な
問
題

が
新

め
て

大
会
長

⌒
根
４
市

長
　
代

現

）は

「
北
　
　
浮
き
は
り

に
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

大
会
の
水
調
と
な
る

「大
会
ｉ
言
」

が
媒
汁
町
射
と
協
和
談
役
　
口
村
君
江

氏
に
よ
っ
て
、
「地
方
領
上
の
専
右
に

ソ
述
邦
が
た
と
え
ど
の
よ
う
な
方
策
を

講
し
よ
う
と
も
、
，ｆｌ‐
す
る
こ
と
な
く
、

た
ば
こ
は
町
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

全
一〇
本
で
三
〇
円
、
５５
年
度
で
三
、
一

あ
く
ま

で
早
期
平
和
解
決
を
目
指
し
て
、

粘
り
強

い
運
動
を
続
け
る
ど

と
朗
読
、

引
き
続
き
町
議
会
総
務
常
任
委
員
長

の

菊
池
十

一
氏

が

「
北
方
領
土

は
日
本

国

有

の
領

土
。

こ
の
返
還
実
現
ま

で
我

々

は
項
張
る

こ
と
を
決
譲
す

る
。
よ

っ
て

政
府

は
、
今
後

一
層

強
力
な
国

民
世
論

の
結
集

を
図

り
、
強
力
な
外
交
交
渉
を

行

っ
て
、
早
期

に
日
ソ
平
和
条
約

の
縮

結

と
北
方
領

主

の
返
還
が
実

現
す

る
よ

う
切
望
す

る
世

と
発
表
し
、
万
言

の
指

手

で

こ
れ
を
採
択
し
ま
し

た
。

終
り

に
、
標
津
町
観
光
協
会
会
長

谷
藤

正
氏

の
音
頭

で

″
返
せ
′
　
北
方

領
土
″
と
参
加
者
全
貝

で
唱
和

し
連
帯

を
確
認
、
大
会
第

二
部

の
街
頭

パ

レ
ー

ド

に
移

り
ま
し
た
。

標
津

と
ど
わ
ら
太
鼓

が
鳴

り
響

く
な

か
公
民
館
前
を
出
発
、
沿
道

で
は
多

く

の
町
民

が
手
を

ふ

っ
て
パ

レ
ー
ド
を
激

励
、
終
着

地
で
大

沼
町
議
会
議
長

が
閉

会

の
あ

い
さ

つ
を
行

い
　

大
会

は

一
切

の
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

こ
の
大
会

に
反
映
さ
れ
た
よ
う

に
、

北
方
領

上

の
返
選

は
ま
だ
ま
だ
道
険
し

の
感

が
あ
り
ま
す

が
、
大
会

の
日

一
日

の
運
動

に
終
る

こ
と
な
く
、
今
後

に
向

っ
て
み
な
さ

ん
の
ご
理
解

ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

五
〇
万
円
が
町
の
収
入
）

標
津

町
総
合
体
育

館
横

に
、
町
民
待

望

の
本
場

が
完
成

し
、
人
月
二
十

日
に

は
安
全
祈
願
式

が
行

わ
れ
ま
し

た
。

こ
の
球
場

の
広

さ
は
、

セ

ン
タ
ー

一

二
〇

メ
ー
ト

ル
、
両
翼
九

一
メ
ー
■
ル
、

棋
式

野
球

で
は
公
恐
米
半

の
も

の
で
、

ス

コ
ア
ー

ポ
ー
ド
も
備

え
て

い
ま
す
。

内
野
観
覧
席

は
、
ネ

ッ
ト
裏
も
含

め
六

〇
〇
人
を
収
容

で
き
　
外

野
芝
生
性
を

含

む
と
数

千
人

が
観
戦

で
き
ま
す
。

安
全

祈
願
式

の
あ

と
、

こ
の
日
は

球
場
開

き
と
し

て
標
津
高
校

野
球
部

と

町
内

の
同
高

野
球
部
Ｏ
Ｂ

と

の
試
合

が

行

わ
れ
ま
し
た
。
聴
敗

は
、

ホ
ー

ム
ラ

ン
ｉ
本
を
打

っ
た
Ｏ
Ｂ
チ
ー

ム
が
ｔ
対

六

で
勝
利
を
得

ま
し
た
。

九
月
九

日
、
十

日
に
は
　
全
道
市
校

野
球
秋
手
大
会

（新
人
戦

）
根
空
ブ

ロ

ッ
ク
予
選
、
■
八

日
　
十
九

日
、
二
■

日
に
は
、
釧
根
地
区

の
同
大
会

が
行
わ

れ
る

こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
標
津
高
校

野
球
部

の
活
曜
を
多

い
に
期
待
し

た

い

も

の
で
す

。

な
お
、　
一
般
町
民

の
使
用
料

は
免
除

と
し
ま
す

が
　

日
本
歌
式

野
球
違
盟
登

録

の
天
皇
杯
、
高

松

の
宮
杯

一
部

　
二

部

、
国

民
体
青
大
会
、
来

日
本

一
部

二
部

お
よ
び
町
外

の
者

の
使
用

に

つ
い

て
は
、　
つ
ぎ

の
基
準

で
料
金
を

い
た
だ

き
ま
す
。

使

用
料

　

一
チ
ー

ム
十
五
人
以
内

一

時

脚
ま

で
二
、
〇
〇
〇
円
。
超
過
料
金

は

　

一
人
州
す

ご
と

に
■
Ｏ
Ｏ
円
、
　

一

十
分
対
す

ご
と

に
ｌｉ
Ｏ
Ｏ
円
加
第
さ
れ

ま
す
。
利
用
申
込

み
な
ど
く
わ
し
く

は

総
合
体
育
覚

ａ
②

３
１
１
０
森

へ
↓

町 営 球 場 才
― プ ン

）　　　）
健康で働さ 楽 しい家庭をつく|_~ましよう
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町
有
宅
地

〃
区
画
分
譲

町
で
は
、
標
津
市
街

二
地
区

の
宅
地

分
譲
を
年
内

に
予
定

し

て
お
り
、
後

日

新
聞
折
込
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
弥
栄

町
分
線
地
―

―

図
面
①

ｒ
ｉ
区
Ｆ十‐‐‐

　

⌒
一
区
両
平
均

坪
数

一
一
四
坪
）

●
望

ケ
丘
分
練

地
―
―

図
画
②

六
十

二
区
画

　

（
一
区
画
平
均
坪

数

一
ｉ
Ｏ
坪

）

く
わ
し
く
は
役
場
管

財
係

な
②

２
１

３
１
内
線

１
０
５

へ
お
た
す
ね
下
さ

い
。

今
月
は
、
固
定
資
産
税
二
期
の
納
期
で
す
。
納
期
内
に
完
納
を
。

落

橋

の

た

め

通

行

止

め

土
木
接
書

口
橋
梁

①
道

々
川
北
古
多
様
線

上
思
類
橋
落

橋
全
長

一
二
五
ヤ
中

二
四
　
四
】

（古
多

様
市
街
側

）

■

河
川

①
煮
別
川
な
岸

河
岸
欠
壊

薫
別
市
街
上
流
被
害
延
長
二
〇

〇

■
、

ふ
化
場
付
近
被
害
延
長

入
〇
〇

所
、
障
害
物
除
去
四
、

五
〇
〇

■

②
崎
無

果
川

障
害
物
除
去

一
、
〇
〇
〇
打

③

忠
類
川
左
岸

河
岸
欠
壊

校
キ

延
長

三
〇
〇

イ

ロ

通
路

①
川
北

々
四
線
道

略

冠
水

に
よ
る
損
饗
四
〇
〇
】

②
川
北
西
八
号
道

路

路
肩
欠
壊

一
〇
〇
ヤ

③
標
津
川
沿
通
路

冠
水

に
よ

る
搬
壊
人
〇
〇
】

末
意

被
書

口

漁
網

①

薫
別
海
岸
地
先

流
木

に
よ
る
漁
網

の
損
傷
七
件

術
生
施
縦
被
書

■

水
道
①
水
源

（ウ
ラ
ッ
プ
川
）

水
源
取
水
施
設
内

に
土
砂
流
入

堪
没

そ

の
他
被
書

標
津

川
捕
獲
場
施

設
―
―

倉
庫
床
下

浸
水
な
ど
二
件

―

率

―

十

１

今
般

の
災
害

で
最
大
の
被
害
を
う
け
、

現
在
通
行
止
め
と
な

っ
て

い
る
た

々
川

北
古
多
様
線

（
上
忠
類
補
落
橋

）
は

古
多
様

と
川
北

の
住
民

の
直
接

の
生
活

道

路
と
し

て
ば
か
り

で
な
く
本
町

に
お

け

る
重
要
な
幹
線
道

路

で
す
。

町
で
は
、　
一
日
で
も
早

い
復

旧
を
道

に
対
し
強
力

に
働
き

か
け
を
し

た
結

果

年
内

に
は
復

旧
す

る
見
込

み
に
な
り
ま

し

た
。

上
忠
類
橋
に
被
書

八
月
四

日
夜

か
ら
六

Ｈ
の
朝

に
か
け

て
の
集
中
宗

雨

で
　

不
町

で
は
住
宅

へ

の
浸
水

こ
そ
あ

り
ま

せ
ん
で
し

た
が
、

河
川
を
中

心

に
多

く

の
被
書

が
発
生
し

ま
し

た
。

自然を愛し 美 ししヽ郷上をつくりましょう
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標
津
町
農
村
総
合
整
備
計
画

対

ロ
ロ
鉄
ほ
搾
線
廃
止
反
対

口ほ捧営林署統廃含反

署名運動に協力を

国
鉄
標
津
線

が
、
経
営
合

理
化

の
名

の
も
と

に
第

二
次
廃

止

の
対
象

と
な

っ

て
お
り
、
標
津
菅
林
署
も
林
野
庁

の
第

二
次
統
廃
合

の
対
象

に
な

る

こ
と
が
し

ゅ
う

さ
ん
考
え
ら
れ
ま
す
。

町
の
総
合
整
備
め
ざ
す

ど
う
す

れ
ば
地
域
住

民

の
生
活
環
境

を
改
半

で
き
る
か
　
ま

た
、
農
村

と
椰

市

と

の
調
和

の
と
れ
た
住

み
よ

い
地
域

社
会

が
実

現
で
き
る
か

―

。

農
村

の
全
体
構
想

に
地
域
住
民

の
意

向
を
し

め
う

京
ん
汲

み
あ
げ
、
地
域

の

特
色
を

い
か
し
た
総
合
整
備
を
進

め
る

の
が
標
汁
町
農

村
総
合
整
備
計

画
で
す

。

農
村
総
合
整
備
計
画

は
、
国

主
庁

が

定
住
四
構
想

の

一
つ
と
し
て
昭
和
五
十

ｉ
年
度

か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
も

の
で
、

全
回

の
農
業
張
果
地
域

か
ら
特
定

の
市

町
村
を
選

び
、

モ
デ

ル
的

に
農
村

の
率

備

…
…ｌ
ｍ
を
田

上
庁

の
指
率

の
も

と
に
、

町
が
出
主
的

に
町

づ
く
り
汁

Ｆ‐―‐１
を
作
成

す

る
も

の
で
す
。

こ
の
計

画
は
、
今
年
度

が
最
終
指
定

年
度

で
、
全
口
人
■
ｉ
市

町
村
　
逆
内

で
は
根
４
付
内
初

の
指
定

で
あ
る
本
町

を

は
し
め
浜
”

町
　
他
＝
村
、
仲
広
巾

な
ど
本
市

町
村

が
指
定

さ
れ
ま
し

た
。

今
年
度

で

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
た
て
、

汁
山
■
を
作
成

し
１１…―

に
批
出
し
ま
す
。

批

―――
後
　
農
村
総
合
ヤ
伽

モ
デ

ル
■
紫

の
指
定
を
受
け
共
体
的
■
紫
央
施
計
画

）

新
生
活
運
動
と
は
、
生
活
を
高
め
住
み
よ
い
社
会
を
作
る
住
民
運
動
で
す

を
作
成
し
、
昭
和

二
十
八
年
度

か
ら
事

業

が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
実
施

段
階

で

は
、
農
林
水
産
省

に
移
行
さ
れ
、
事
業

資

は
約
十
五
億
円

（
こ
の
う
ち
五
〇

パ

ー

セ

ン
ト
が
国

の
補

助
対
象

と
な
り
ま

す

。）、
お
お
む
ね
七
年
間

で
実

施

し

ま

す
。な

お
、

こ
の
計
画

は
、
本
町
全
地
域

が
計
画
対
象

と
な
り
ま
す

。

ア

ン
ケ
ー
ト
調
査

ま

と

ま

る

過
般

、
町
民

の
皆

さ

ん
に
お
願

い
し

た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
室

の
第

一
次
結

果

が

ま

と
ま
り
ま
し

た
。

こ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査

は
、
今
年

二

月
末

日

の
住

民
基
本
台
帳
登
録
人
口
七
、

七
二
〇

人
中

二
、
〇
〇
〇
人
を
、
地
城

別

、
性
別

、
年
代
別

に
無
作
為
抽
出
し

た
も

の
で
す
。
そ

の
結

果

、回
収
者

一
、

四
六
六
人
、
七
二
　
二

パ
ー

セ

ン
ト
と

い
う
高

回
収
率

で
し
た
。

（
普

通
、　
ア

ン
タ
ー
ト

の
回
収

は
五
〇

パ
ー

セ

ン
ト

を
超
え
れ
ば
良

し
と
さ

れ

て

い
る
。
）

町
民

の
皆

さ
ん
が
　
町
政

に
強

い
関

心
を
持

っ
て

い
る

こ
と

が
感

じ
ら
れ
ま

し

た
。

主
な
内
容
を
グ
ラ

フ
で
紹
介
し
ま
す
。

公共お破を垂確する費用は何らかの形
で住民負tEしなければなりませんが、
費用負担につぃてぉ答えくださぃ。

011Lを Hヽユ,ィよい

幅津町はあなたに とって

住み良い ところですか

楓お町に対して
特にヵを入れてにしいもの

(上位工項 目)

〕巾　車　車串と全臨 接
宝通お こ

総
合
で
準
優
勝

八
月
二
十

日
中

標
津
町

に
お

い
て
、

第
十
二
回
道
民

ス
ポ
ー

ツ
根
室
管
内
夏

季
大
会

お
よ
び
第

二
十

一
回
根
室
管
内

ス
ポ
ー

ツ
交
歓
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
も

、
役
貝
を
含

め
百
三
十

人
が
参
加
し
統
合

で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

種
目
別
成
績

は

つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

）

）

口
舗
２‐４３
唖
曜
華
斬
蜘
和
理
握
組
擢
頼
無
日

こ
れ
ら
が
廃

上
、
統
廃
合

さ
れ
た
場

合

、
本
町

の
経
済

お
よ

び
減

少
傾
向

に

あ
る
町

の
人

口
滅

に
も
拍
車
を

か
け
る

こ
と

に
な
り
　
影
響

は
大
き

く
玉
大
な

問
題

で
す
。

い
ま

か
ら
政
府
当
局

に
対
し
、
国
鉄

標
津
線

お
よ

び
標
津
営
林
署

が
、
恒
久

的

に
存
置
す

る
よ
う

住
民

一
九

と
な

っ

て
積
極
的
な
運
動
を
進

め
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
と
思

い
ま
す
。

標
津

町
会
達
合
会

（高

橋

明
会
長

）

で
は
、
運
動

の

一
環

と
し

て
署
名
運
動

を
行

っ
て

い
ま
す
。
町
民

の
方
全
員

が

本
趣
旨
を

ご
理
解

の
う

え
、
署
名
運
動

に
参
加
く

だ
さ

い
ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し
ま
す
。

―標津町連合会―

▼
野
球

一
般

・準
優
勝
　
▼
同
Ｏ
Ｂ

五

位

　
▼
卓
球
男
子

■

一位

　
▼
同
女
子

優
勝
　
▼

末

レ
ー

ポ
ー

ル
男
子
　
準
優

勝
　
▼
同
女
子

四
位
　
▼

テ

ニ
ス
（中

止

）

▼

バ
ド

ミ

ン
ト

ン
・四
位
　
▼

バ

ス
ケ

ッ
ト

ポ
ー

ル

四
位
　
▼
剣
超

・低

勝

▼
柔
道

・準
優

勝
　
▼
和
撲

（や

止

）

じ・　　　ｔ

!て も仁ネにく、 61%

=あ =あ 住あAい

S34χ
景景,!】号ぞt&岩ギ本Sを

たがしヽ こ助け合 しヽ 暖 かい社会なつくりま|夕よう
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回

鉄

標

津

線

を

存

続

さ

せ

る

に

は

、

″
住

民

の
を

さ

ん

が

、　

一
人

で

も

多

く

円

鉄

を

利

用

す

る

こ

と

″

で
す

。

地

域

振

架

に
欠

く

こ

と

の

で

き

な

い

交

通

機

関

、

回

鉄

標

津

線

は
　

第

一
段

階

⌒
昭

和

五

十

七

年

度

ま

で

）

の
廃

止

対

象

降

線

か

ら

は

　

辛

う

し

て

ま

ぬ

が

れ

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

し

か

し

、

運

輸

省

が

発

表

し

て

い
る

″
同

鉄

赤

字

ロ
ー

カ

ル
線

を

昭

和

六

十

年

度

ま

で

に
廃

に

す

る

ク

と

い
う

対

象

か

ら

は

　

依

然

と

し

て

ぬ

け

だ

せ

な

い

状

況

に
あ

り

ま

す

。

住

民

の
足

を

必

ず

守

る

と

の
立

場

か

ら

　

町

内

外

の
関

係

者

あ

げ

て
中

央

関

係

付

庁

に

対

し

　

よ

り

一
層

幾

大

険

の

廃

止

皮

対

運

動

を

行

い
ま

す

。

ま

た
　

向

鉄

標

津

線

を

私

た

ち

の
手

で

す

る

た

め

に
も

　

旅

行

や

仕

事

で

お

＝

か

け

の

ナ
三

ヽ
は

　

”

を

使

わ

ず

救

槙

的

に
――…‐

飲

を

利

用

し

ま

し

ょ

う

。

交
通
事
故
撲
滅

緊
急
‐００
日
作
戦
実
施
中

盤 宮盈 ;昌魯: 督昏骨:告魯魯:脅: 督督書

九
月
十
九
日
、
第
二
十

一
回
下
水
道
促
進
デ
ー
（下
水
道
伸
ば
し
て
住
み
よ
い
町
づ
＜
り
）

国鉄標津線を

廃止こなつて
こ昌富唇嗣

第 2次

災号 を子暑暑 い暑8二
七
]岳:奮
去あ
 暑
籍醤 タ

をを::曳:::昌言 ョン告昌島骨暑督砲 の い た 手  次 ( に A l 手

九  談
｀
て
｀
続  推 い 対 容 金

景 デ言う寄屋 覇各畳:馨
日  1日 <度 で  を た し く ら
ヒ
程 知 の 3 F  実 め い 町 び

方は ｀ 理 民 に

) L lを豊 かに し 文 化 を高め ましょう
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カメラ

い い

今
月
の
川
柳
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲7月 28日 衆 議崎沖細及び北方問題に関oる 特呂J委員―行来□

北
方
の
島

々

―

国
後
島
―

北

方

領

土

（
歯

舞

群

島

　

色

丹

烏

択

捉

ら

　

回

後

島

）

の
中

で

、

私

た

ち

の

町

か

ら

わ

ず

か

二

四

キ

ロ
メ

ー

ト

ル

隔

て

て

望

む

こ

と

の

で

き

る

円

後

島

。

回

後

島

と

は

、

「
木

の
生

い
茂

っ

た

島

」

「
暗

い
鳥

」
を

意

味

し

、
総

面

積

は

一
　

ｉ

Ｏ

Ｏ

平

方

キ

ロ
メ

ー

ト

ル

で

沖

縄

の
約

二

分

の

上

に

あ

た

り

ま

す

。

終

戦

当

時

に

は

　

一
、
山

≡

０

世

村

、

七

、

二

七

０

人

が

住

ん

で

お

り

　

拍

村

留

夜

別

村

に

は

　

役

場

　

警

察

署

　

付

林

署

　

裁

判

所

　

サ

ケ

マ

ス

ふ
化

場

な

ど

の
官

公

署

が

あ

り

ま

し

た

。

ま

た

十

五

の
学

校

で

は

、　

一
　

川

一
一
人

の

児

童

が

学

ん

で

い
ま

し

た

。

産

業

と

し

て

は

、

漁

単

中

心

で

古

く

か

ら

根

４

　

厚

件

と

と

も

に

「
奥

の

■

場

所

」

と

し

て

知

ら

れ

て

お

り

　

姉

れ

た

魚

は

根

生

に

出

荷

さ

れ

る

ほ

か

　

地

元

の
キ

詰

工

場

や

加

工

場

で

製

品

化

し

出

荷

さ

れ

て

い
ま

し

た

。

林

業

も

盛

ん

で

　

ト

ド

マ

ツ

　

エ
ブ

マ

ツ
な

ど

の

製

材

は

、

根

４

　

西

鯖

方

高

に

搬

出

さ

れ

て

い
ま

し

た

。

同

後

島

を

限

術

に
ネ

す

私

た
ち

に

は

早

期

と

逮

へ
の
願

い
が

つ

の

る

ば

か

り

で

す

。

▲フF320日 老 人スポーツ大会

▲8月 6口  押 純豆記者来町(北方領土館)

▲8日 5B 篭 通4E事叡5000□ 達成記志式

▲8月 20日 交 通安全啓発 (電通 交通少年団)
▲8月 3日  夏 の交通安全運動
スピード抑止カード作戦 (標津―ラウス)

子どもの夢を育て 平 本0な町をつ くりましょう
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

‐
‐

４４
団
体
郷
人
が
参
加

―
―

よ

る

　

′ｔ

川

四

Ｈ

か

ら

六

日

ま

で

の

ｉ

同

門

　

町

営

リ

ン

ク

を

主

会

場

に
第

一

同

鞭

津

町

ス

ポ

ー

ツ

少

年

同

リ

ー

ダ

ー

育

成

強

化

合

宿

が

開

催

さ

れ
ま

し

た
。

こ

の
作

徳

は

、

ス
ポ

ー

ツ

少

年

団

の

け

―

グ

ー

と

し

て

の

資

質

の
向

上

と

相

，

の
純

性

を

深

め

る

こ

と

を

開

的

と

し

て

教

育

委

員

会

主

催

　

ス
ポ

ー

ツ
少

年

間

本

部

⌒
本

部

長

　

荒

谷

良

治

）
主

管

に

よ

り

実

施

さ

れ

ま

し

た

．

今
回
は
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
同
十
五
団

体
の
う
ち
十

一
団
体
二
十
九
名
が
参
加

し
　
全
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
楽
し
く
７ｔ
気

一
杯
に
こ
な
し
関
係
者
ら
も
、
ま
す
ま

す
と
い
っ
た
よ
う
で
し
た
。

こ
の
強
化
合
宿
を
テ
ー
マ
に
、
少
年

田
貝
二
十
九
名
に
感
想
文
を
お
い
て
も

ら
っ
た
な
か
か
ら
二
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。

私

は

、

ス

ポ

ー

ツ
少

年

団

リ

ー

ダ

ー

合

宿

を

し

て

、

と

て

も

心

に

残

り

ま

し

た

。

班

は

、

活

動

班

と

し

ゅ
う

し

た

班

に

別

れ

て

、

活

動

班

は

食

＋

の

し

た

く

を

し

た

り

、

だ

し

も

の
な

ど

を

決

め

そ

し

て

し

ゅ
う

し

ん

班

は

　

伸

の

よ

い
友

連

と

ね

て

、

み

ん

な

な

か

よ

く

活

動

し

て

い
ま

し

た

。

キ

ャ

ン
ド

ル

サ

ー

ビ

ス

の
時

、

人

の

神

が

あ

ら

わ

れ

て

、

人

の

話

を

し

て

く

忠
類

ハ
マ
ナ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は

く

は

　

こ

の

キ

ャ

ン
プ

に
参

加

し

て

み

て

布

め

に

ク

Ｒ

を

作

る

時

　

ご

は

た

が

ど

う

い
う

ふ
う

に

で

き

あ

が

っ
て

く

る

か

心

配

で

し

た

。

で

も

、

そ

の

心

に

は

い
り

ま

せ

ん

で

し

た

。

ご

は

ん

は

み

ん

な

て

■

へ

て

い
た

の

で
　

と

て

も

お

い
し

く

は

し

ま

し

た

。

後

に

な

っ
て

、

し

ゅ
う

し

た

は

ん

で

ね
る

こ

と

に
し

ま

し

た

。

外

は

両

だ

っ

た

の

モ

テ

ン
ト

に

わ

れ

な

か

っ
た

の
で

健
康
相
絞
日
Ｈ
九
月
十

一
全
一十
五
日

午
前
九
時
か
ら
年
後
〓
時
ま
で

役
場
径

幹
集
落
セ
ン
タ
ー
）
健
康
相
設
室

五
年

葛
　
迫

的
日

美

れ

ま

し

た

。

そ

れ

か

ら

班

の

だ

し

も

の

を

し

た

り

　

歌

を

う

た

っ
た

り

、

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス
を

し

た

り

し

て

、

あ

せ

い

っ
ぱ

い

の

み

ん

な

で

し

た

。

今

度

は

決

意

表

明

の
時

、

私

が

言

う

時

あ

せ

っ

て

あ

せ

っ
て

お

ち

つ
き

ま

せ

ん

で

し

た

。

ね

る

時

は

、

四

日

の

日

雨

が

ふ

っ
て

男

子

と

女

子

に

別

れ

て

、

リ

ン
ク

（
ウ

ス

で

ね

ま

し

た

。

五

日

の

日

は

、

四

日

の

日

に

ね

ぶ
く

ろ

が

ぬ

れ

て

し

ま

い
、

体

市

館

で

男

子

と

女

子

い

っ
し

ょ

に

ね

ま

し

た

。

テ

ン
ト

で

ね

れ

な

か

っ
た

の

で

が

っ
か

り

し

ま

し

た

。

体

カ

テ

ス
ト

で

は

、

私

が

で

き

な

く

な

っ
て

、

先

生

た

ち

の
手

伝

い
を

し

て

い
ま

し

た

。

五

分

問

走

で

は

、

私

も

み

ん

な

と

走

り

た

く

て

た

ま

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

私

か

ら

み

て

、

み

ん

な

リ

ー

ダ

ー

と

し

て

い

っ
し

ょ
う

け

ん

め

い

に
何

い

も

が

え

ば

っ
て

い
ま

し

た

。

六
年
生

の
人
は
、
最
後

つ
合
宿

だ
か

ら
強
く
心

に
残

っ
た
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

の
部

活
動

に
力
を

い
れ
て
、

み
ん
な
が
ん
ば

っ
て
ほ
し

い
で
す
。

強
化
含
宿
終
る

標
小
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

六
年
　

田

中

哲

人

と

て

も

残

念

で

し

た

。

で

も

　

小

屋

の

中

で

も

み

ん

な

染

し

く

遊

ん

で

い
ま

し

た

。

も

う

一
つ
残

念

だ

っ
た

こ

と

は

、

令

山

ス
キ

ー

場

で

、

登

山

が

で

き

な

か

っ
た

こ

と

で
す

。
　

一
番

心

の
い

に

残

っ

た

の

は

　

キ

ャ

ン
ド

ル
サ

ー

ビ

ス
を

や

っ
た

こ

と

で

す

。

み

ん

な

と

な

か

よ

く

フ

ォ

ー

ク

ダ

ン

ス
を

し

た

，

各

斑

か

ら

の

だ

し

物

な

ど

も

し

て

、

楽

し

く

遊

ん

だ

り

し

た

こ

と

が

、

と

て

も

心

に

の

こ

っ
て

い
ま
す

。

般
後

の
日
の
体
力
測
定

の
時

、

ふ
だ

ん
ソ
フ
ト

ポ
ー

ル
　

卓
球
な
ど

の
練
習

を
し

て

い
る
よ
り
も
苦
し
く
て
、
と
て

も

つ
か
れ
ま
し
た
。

ほ
く

は
、

こ
の
キ

ャ

ン
プ

で
み
ん
な

と
ご
は
ん
を

た

い
た
り
、
キ

ャ
ン
ド

ル

サ
ー

ビ

ス
な
ど
を
し
た

こ
と
が
と
て
も

楽

し
く
、

い
つ
ま

で
も
、
わ
す

れ
ら
れ

ま

せ
た
。

人
の
う
ご
き

●
標
津
営
ホ
署

暑
長
　
須

四
文
男

（
足
寄
署

か
ら
人
月
七

日
着

任

）

●
釧

路
地
方
法
務
局
標
津
出
張
所

所
長
　
角
鹿
木
苦

（
釧

路
地
方
法

務
局
か
ら
人
月

五

日
若
任

）

●
陸
上
自
衛

隊
標
津

分
屯
啄

副
長

　
一
一本
松
良
彦

（束
千
歳
第
七
師
団

か
ら
入
月

七

日
若
任

）

●
根
室
支
庁
　
根
室
北
部

地
区
水
産
技

術
普

及
指
導
所

所
長
　
鈴
木

拭
太
郎

（
綱
走
普

及
折
導
所

か
ら
人
用

七

日
着
任

）（
螺
打

時
ジ

入
館
者四
万
人
突
破

―

北
方
領
止
館
―

昭
和
五
十
四
年

十
一
月
ｉ

口
に
オ
ー

メ

ン
し

た

「
北
方
領
ｉ
館
」

は
　
と

Ｈ

夕
く
の
入
館
ネ
で
に
ま
わ
い
人
用

一■

七

日

に

は

　

つ

い

に

川

Ｏ

　

Ｃ

Ｏ

Ｏ

人

を

突

破

し

ま

し

た

。

北

方

領

Ｈｉ
返

還

要

求

の
署

名

者

も

ｔ

、

■

〇

〇

人

と

　

迎

動

は

一
情

の
弾

り

あ

が

り

を

み

せ

て

い
ま

す

。
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広
報
じ
べ
つ
の
表
紙
写
真
を
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。
く
わ
し
＜
は
、
総
務
採
広
報
係
ま
で

動
労
者

の
た
め
の
水
泳
敏
室

Ｈ
い
　
九
月

十
日
省

円
Ｈ
卓

午
後
六
時
省
午
後
八
時
事

対
象
　
町
内

に
住

ん
で

い
る
勤
労
者

女
性

の
た
め

の
水
泳
敏
差

Ｈ
時
　
九
月
八

日
を

■
ｉ
Ｈ
キ

乍
前
十
時
省

正
午
卓

対
象
　
家
庭
姉
人
お
よ

び

一
般
女
性

水
泳
教
費

同
時
　
毎
週
念

曜

日

午
後
本
時
半
省
午
後
八
時
手

対
象

　

一
般
”
女
及
び
参
加
者

の
十
供

子
供

の
た
め

の
水
泳
数
室

Ｈ
け
　
毎

週
土
　

日
鞭

日

（
二
十
七

日

は
除
く
）

土
晦

ｔ
　
年
後

〓
時

二
十
分
を

午
後
五
時
喜
。

日
曜

は
、
午
前

■
時
４
正
午
暮

対
象
　
小
　
”
学
生
五
十
名

水
泳

マ
ー
ク
テ

ス
ト

（
泳
力
挑
戦

）

同
時
　
九
月

二
十
七
日
　
午
前
十
時
省

帥印印印却帥印蜘，

標
津
病
院
産
婦
人
科
開
設

九
月
中
旬

・
診
療
開
始

く
わ
し
く
は
後
日
、
新
聞
折
込
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

役場窓□から 《
敬
称
略
》

町

津

町

転

線

北

緑

吾掲156昌盤の
届け出分です

わ誕生わめでとう
父の氏名   続 相 子 の名

笠 井 昭 義 2女 千 全

多 田  実 2男 廉 人

浜 向    傑  長 男  陵

後 藤 勝 英 3男 全 寿

千 葉    実  長 男 祥  一

7 F井 政 幸 長男 一 生

伊 藤  高  一  長 女 寿  美
″   2女 宝 美

木 俵    亮  長 女 奈 格子

高 橋  勇  吉  長 女 理  意

橋 7 E春 行 2男 政 博

おくやみ申し上げます
住 所

旭  町

上古多様

旭  町

新川上町

輸

８５

５７

９‐

９‐

0・10月 の不燃物収集日よ

治

次

マ

名
雅
宙
吉
タ

氏

崎

村

回

野

山

竹

上

小

九
月
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

―
総
合
体
育
館
―

対
象
　
町
民
全
貞

申
し
込

み
は
、
総
合
体
育

館

か
プ
ー

ル

ヘ
。
会
場

は
、
町
屋
内
ブ
ー
ル
で
す
。

丹
人

テ

ニ
ス
敏
童

日
時

　
九
月
十
七

日
、
十
八

日
、
十
几

日
、
二
十
二

日
、

ｉ
十
五

日
、

年
前
十
時
ぢ
正
午
各

対
象
　
家
庭

婦
人

丹

人
生
産
づ
く
り
教
空

口
時
　
九
月

二
■
九

日

（
十
月

の
毎
週

火
　
木
昭

日
）

午
前
十
時
を
正
午
キ

対
象
　
家

庭
婦
人

々
人

末
ド
ミ

ン
ト

ン
教
室

日
時
　
九
月
■
十

日

（十
月

の
毎
週
水

曜

日
）

午
前
十
時
な

正
午
キ

対
象
　
家
庭
婦
人

申
し
込

み
　
会
場

は
総
合
体
育
館

で

す

。

―

あ

り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
―

～
社
会
福
祉
協
議
会

へ
～

◎

香
典
返
し
を
廃

し

▼
山
　
崎
　
政
　
由
　
　
旭
　
　
町

▼
小
野
瀬
　
　
　
始
　
　
住

〓
『

町

▼
小
　
野
　
幸
　
治
　
　
新

川
上
町

◎
活

動
資
金

と
し

て

▼
聖
　
友
　
標
　
ｌｔｔ

▼
谷
　
内

　

　

基

　

伊

茶

仁

～
標
津
町

へ
～

◎
標
津
町
奨

学
資
金

基
金

と
し

て

▼
小
　
野
　
幸
　
治
　
　
新
川
上
町

～
国
保
標
津
病
院

へ
～

◎
備
品
購

入
資
金

と
し
て

▼

田

村

博

義

　

北

川

北

〈
敬
称
略
〉

３

乞
彰
角
官
「
み

一電橋にセッカチは禁物。

呼出書は10回くらいまうましよう 一

”れ脚一ｍ仰

川
北
市
街
地
区
　
伊
茶
仁

忠
額
　
浜
古
多
様
　
粛
別

崎
無
英
　
古
多
様
市
街

”れ開席Ｍ内

新
川
上
町

・
川
上
町

栄
　
　
町
　
緑
　
町

弥

栄

町

一拐開胞軸俗

本
　
町
　
鳩
ヶ
丘
町

灰
葉
町
　
桜

木

町

住
吉
町
　
束

浜

町

●
以
上
の
日
程
で
撚
え
な
い

ゴ
ミ
の
収
集
を
行
吟
喜
す
。

●
必
す
燃
え
る
ゴ
ミ
と
区
別

し

て

出

し

ま

し

ょ

う

。

「標津町防災の日」
10月 31 日

標津町だより9月47日■0月8日NHく総台テレビ(年蔵8時14分から)NttKラジオ釧踏第4般送(午後3時56分から)


